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1，治革

昭和

2. 8. 1 鹿児島県告示第25号Kよ札鹿児島県工業試験場大島分場として名瀬町'VC設立

され.大島紬の染色及び図案K関する指導業務を開始

4.11. 1 鹿児島県告示第40 7号Kよ札大島分場は改組され.鹿児島県染線指導所と在

る。

5， 8 敷地 (1，658nf)を得て，事務所及び工場 (866nf)建築

戦災によ P建物及び施設のー部在焼失し.業務は停止と向。20.4.20 

21. 2.2 日:本から行政が分離され，米国国務省告示をもって，奄美群島』丸山北部南西諸島

と呼ばれ，臨時北部南西諸島政庁が卦かれ，職員もとれに吸収された匂.;";，

o 

2 5. 7. 1 一時停止中の染織指導所業務の一部を再開した。

2 6. 6. 1 米国の補助で， I日敷地VC866nfの事務所及び工場が建設された.

28.12.26 奄美群島の日本復帰に伴い，鹿児島県大島染織指導所として復活

80，11.11 奄美群島復興事業Kよ札新たに敷地 (855nf)を購入し，昭和8f年正月

8 1目研究室及びボイヲー室を建築し.敷地総面積 1，988nf. 建物面積延

ノ!一

1，254nfとまった。

84.3.31 昭和 80年度から昭和 88年度までに各種試験機器類を整備した。

8 5. 8. 8 1 名瀬市の都市計画Kょt，庁舎の一部は移転し.敷地 1，86 1 nf.建物1.2邑4

nfと在った。

8 7. 7. 9 庁舎改築のため.!日庁舎，固有建物{木造2階建事務所ほか 5件.計86' 6'iif) 

を返還した。

88.6.30 庁舎新築工事完成

4 2. 2 中小企業技術指導費補助金Kよb機器の整備を怠で針。

) 

， 

ι ・‘ 守丸 、

6 O. 2 

昭和 4 9 年度技術指導施設費補助金補助事業K よ P機械機器整備責~t~e>，J'

日 J

4 9.1 1 -
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2，組織

区 '号 事 務 系 技 街 系労 務 系 計

所 長 1 1 

総 務 課 4 4 

機織図案研究室 1 0 1 0 

染色化学研究室 eι 2 8 

計 4 1，7 2 2 8 

3， 敷地及び建物

(1) 敷 地 円

、) 1，900，05m' .‘"、 ・ -.， ._-.~. 

伊)建 時E

1，545.27副「

締加「明ZF量1 1 1)r( ・土?足 N 

ノ( 2階} 》選ア
l日 館

量室恒温

人J iー止と
一日 " 

4，会 計
、I リ~

(1) 歳入 (単位 円)

科 目 予 算 額 調 定 額収入済額予算K対すこる増減

使用料及び手数料 1， 0 1 0，0 0 0 992，480 992，'480 ""17，52，0 

財 産 4民 入 1，1 8 0目 000 r， a 1， '7， 0 0: 0 1，3:7S1..0 0 0 1，97，000 

詩 収 一入
。， 619 619 6 1 9 

メ日、 計 2，190，000 2，870，099 2，370，099 180，099 
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(2) 歳出

科 目 令 逮 額 支出済額 残 額 備 考

商 工 費 9，524，972 9，524，972 。
商 業 貸 180，000 180，000 。
商 業 総 務質 110，000 110，000 。
旅 5主 70，000 7 0，0 0 0 。
需 用 費 40，000 40，000 。

中小企業 振 興 費 70，000 70，000 。 ， o 
旅 質 70，000 70，000 。

工 鉱 業 費 9，844，972 9，844，972 。
中小企業振興貸 827，000 827，000 。
報 償 費 1 1 5，0 0 0 115，000 。
旅 費 623，000 628，000 。
需 用 費 83，0 C 0 8 8，0 0 0 。
役 務 費 6，00 0 6，000 。

鉱 業 振 興費 100，000 100，000 。
向

役 務 費 100，000 100，000 。
工業試験場費 8，4 1 7，s 7 2 8;4 1 7，97 2 。
報 醐 1，286，600 1，286.600 。
共 済 費 9 7，9 5 7 97.967 。
報 償 費 809.000 809.000 。 '0 
旅 質 1.807.000 1.807.000 。
需 用 貸 8.1 8 4.0 0 0 3.184.000 。
役 務 貸 854.800 354，300 。
委 託 料 2 8.0 0 0 2 3，0 0 0 。 +es ， 

使用料及び賃借料 17.115 17.115 。
原 材 料 費 1 0 1.0 0 0 1 0 1. 0 0 0 。
備品購入貸 1.288.000 1.238.000 。
負担針需劫及ひ安対金 6.00 0 5.000 。
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試験研究 ・.，'." ‘. ， 市' 咽 圃t‘弔・司..・

大 島 紬緋 図 案 の 試 作

長田宮三・重村敏則

L 目的

従来の着尺図案のほかI'C.新規織物意匠図案の色彩配色等について研究し.新製品のデザイ

ン開発Kよる多様化をはかる。

2 試験概要

(1)緋婦人服地用カラー図案の試作

(2) 卓掛用カラー図案の試作

(3) 柱掛用カヲー図案の試作

(4) 帯地用泊予ー図案の試作

恒)その他

2点

l点

1点

2点

1 0点

緋図案考案調 製 業 務

1 調製配付Kよる耕図案の動向と現況

(1) 柄については.総体的K線調子Kよる現代感覚を表わしえものと.古典柄を主体托した図

柄が求められてきつつある。

(司 線調子Kついては.やわらかみのあるもので.抽象的左ものより感覚的意ものが，よく要

求されτ世 b余担大担在大柄構図は好まれない。

(8) 最近I'Cなゥ τ. 多色使いの依頼図案は全体今らみて~1i. く.泥染用，泥産用むものが多く

色彩も単彩で緋使hの変化・ー例えば'.十の字緋でも 1 話ト緋 • tJ1':<緋;必持糸通しの変

化等による品~f模様の陰影感を表わしたものが好まれる。

仏) 消費者は単彩で変化のあるものを好み.大島紬としては最近シ.，.リンバイ泥染色調の蚊緋

をパ，，?I'Cして，緋の君主化Kよる単彩調の緋模憶が多く在内てきた。

(司 今後はバック蚊緋をがヤリンバイ独特の色I'Cしたもので中間色を基調Kした明るい色が

好まれると予想される。

2. _，IIIl;t日 50年度考綴周製配付状況

~柄~一別九「密』度』月三j 1 8算 1 5.5算 言十

大 柄 8 5枚 7 7枚 112枚

中 柄 1 0 '1 主主" 2 4 '1 

小 中柄 2 '1 ー 2 '1 

計 4 7枚 9 1枚 1 8 8枚

-5ー



緋 服 地 模 様 の 加工念らびに試作

、宮 森 ー林 J雪軽・長田宮

岸田文司・心得富友子

1 目的

大島紬応用心広巾服地紛模様の力江主らびに試作

2 試験方法

(1) 織物設計 、4 ・・、争司、 fτ4 ・ 唱・ 4 司・ ，，-‘ 

7 飯幅 6 0.6樋 1 3算割 788羽平織
町4酔. !:-4 

イ 試料糸 1総 40瓦付

ウ模様構成縛緋Kよる渦巻関模様

{司加工法

7 緯緋模様は新らしい加工法として，紙締した 1枚の慈上K渦巻横様の完全模様を構図する

イ 緋模様の配色K基づいて，構図した織締遊の表裏If;摺込染加工

世 繊締涯を蒸熱処理後，全解明?の紙脹Kよ4 て製織

エ服地として，柔らかい地風にするため.目付の細い糸とした

オ 色相は.淡茶色の地色If;黒緋模様

8. 試験の給呆

(1) 織島げ生地Kついて

7 長吉 8.27米 イ幅 57. 5糎 ゥ重吉 180瓦

{的緋模様について

7 前記2の(2)の加工法Kよヲて，緯緋Kょ。て渦巻鯛ρi模様が概ね表現できた

イ 婦人服の模様は〉特K流行の変化が激しいが.よ認の紙締定K直接構図ナる加工法Kよ

内ぞτ，自由自在左緋模様の加ヱが可能で.作業能率の拘上と多様化がはかlられるp

....， 
F 考古

~) 

(8) 地風Kついて ¥.) 
7 やわちが味のある生地を得，所期の目的色逮じた。

卓掛用緋織物の加正試作

森 v 林i 実~・雰囲宮三

岸田 d 文司・宮沢トミエ

1 目的

作
九
九
川

d

y
 

c
 

地司珂卓;

1

 

5

宮
山
一

、民決

・

内室たし用占ぬか仏純

計

島

法

投

大

万

初

挑
駁
叫
刷

符

試
2
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7 銭幅 40糎 16.6算 620羽 平織

イ 試料糸 1総 40瓦付と. 7 0瓦付翰具地緯糸併用

ワ 模様構成布面の 4角 VC. ツポ主のわイピスカス模様，中央部Kλ イ::t:'~カス在，大量

主亀甲で囲んだ縛緋模様とする。<，

(時加工法
i 一、

ゥ
ー
ェ

7 緯耕模様は繊締謹上K前述の構図を錨き.配色Kよって級締廷の表重量についで，地摺込

力品工による，多色の繰綿糸附日ヱ

イ 地経糸は.淡いワサピ色2本.白糸宮本の配列とした ヱ

1枚の仕上bを.模様部分 80極.両端の飾房をそれぞれ 1..6樋 K在るよう K製織

持論具糸と.同怖の織込みは 1もと越の方法を用いえ .....， 

こ) 8 試験結果

(1) 織あげ 1枚の長さ飾房を食めて・‘ 11米.幅 3'.，.7.-6纏，重吉 4'，0瓦

(2) 地緯糸を輪具糸使用のものと，片撚糸Kよるニ方法について試作したが.輪具糸使用の試

作布が厚味a)地風で.古典的主風合の感じを受ける。

(8) 両端の飾房糸によって，卓掛地の要素を一層高める

(4) 手頃在室内装飾用土産品として.期待できるりで業界に奨めたい。
a司

婦 人用緋帯地の加工試作
:-:. '，¥:'.，' ¥; 

森一 1 林実一.長国コ官一

，・4・b ー‘ 4 ー‘・ :.'..... 岸 田 文 句 ・ 菅 ， ..'正子

L 目的

醐ズ島紬による.会通柄緋模様の加ヱ語らびに試作
町...唱;. F 

2 試験方法 '..、‘ .. 。(1) 織物設許
Fー・ ;e も一 酔

7 飽恒 89極 1 6.6算割 6 0 0羽 平織 、.¥.';'.;.‘

イ 試料糸 4O瓦付絹線撚糸{片撚糸)

世 両 耳82羽.耳内 668羽.経糸は，淡7イ色糸 2本

白糸 2本の配列原とし，緯織込みt立制十糸と地糸をそれぞれ 2窓越どLたc

(2) 加主主主

7 多色Kよる総事~F;模様の加工法とじて，織締蓮上K産主査総閉じて.紙締薙む表裏Kヲいて

地部分を色別の地抱込染加工Kよる。

イ 経の白縞糸vc緯点緋を合せて，点緋舗をバ'"'" vcよ記Kよる地抱込染応用，多色の倒餅

による帯地模様K加工を試みた。

-7-



S 試験結果

(1) 試作布について

A 長吉 8.54米 幅 g.G.5樋重吉 140瓦

B 112.58米 1/36.211 。10 0瓦

(2) 色相主らびK緋模様にヲいて

7 同ーの緋模様でも，地緯糸の色相vt:よって，帯地模様の色彩変化がはかられる。

イ 経縞糸と，緯の劇作ょ。て.経緯緋模様の感を与える。

!7 .緯緋の淡い色相部分は，緯糸Vt:~置われて.鮮明左色Kで在h。

エ 緯緋模様大島紬Kよる全通柄帯地模様Kついて，基礎的"li:jil考資料を得，業界陀公表した

柱一掛用緋織物の加工試作 o 
三

子

宮

正

団長

官
実

司
林

文
田

森

岸

1.目的

室内装飾用主らびに土産品用.緋織物の試作

2 試験方法

(1) 織物設計

7 働福 23.3額 15.5算割 860羽 平織

イ 経緋 13 1品緯緋261品Kよる騰の構図による緋模様

(め加工法

7 縫緋 14算嫁締. 8 0番ji:><.綿糸 l羽 S本引込みとし，経緋は廻し締Kよる織締法

イ 色緋模様は，絹綿遊の地調込み染加工法vt:よる

ウ 経緋は. 1 4算銭Kガス線糸を 1羽 8本通し S羽あきのもの 131筋幅に通じて.. 1本

織締毎KガA綿糸で口識した廻し締加工

エ緯緋は. 1 5.5算筋KよDガス綿糸通しは経餅締同様の方法で耳内Vt:13f過して.一

幅織締毎Kガス綿糸で口紙した普通締加工

オ 上記の経緯椴締護K配色K基づいて.地摺込染，蒸熱処湿，緋の往;jl;;げカロ

u 

3. 試験結果

(1) 試作布の長さ a0樋.幅 19.5纏，重吉 10瓦在 1枚の柱掛生地K仕畠げ方正工じた。

(2) 経緯の多色緋 Kよって概ね腐の構図を表現できた。

(司手頃左土産品として期待古れるので，業界K奨めたい。
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l 目的

多色緋模様の加工試、験

長田富三・押川文隆

重村敏則

単色の同一緋模様の納11:.t鼻緒き染加工を施し色緋様様の高級化，多様化をはかる。

2 試験方法

(1) 試料布

合成染料Kよる 72釜の単色亀甲小柄在らび11:.半地品在#効.何れも 15.5算の黒地色

パックK白紛の紬

<) (時摺込液

¥コ

糊剤. メイプロガム 1%の柴非同主

但) 後染加工法

試料布K任意の構図を下書きし.配色毎:.~試料の表裏についで芋拾主染.蒸熱処濯

制) 仕あげ法

仕あげ籾は布海苔0.4%-0.5骨液で施籾.伸子張り乾燥後7イロン仕あげ

S 試験結果

(1) 自由在構図の色緋模様K加工できる

(時 向じ緋模様の紬を. 1反毎に製品の配色を変える己とができ.大島紬の色緋模様の多様化

Kよる高級化が期待できる。

(司 手強用糊液漫度11:よ勺て，手描き能率が左右されるが.試験の結果.普通 1%程度が適当

である。

い)加工布の乾燥設備等Kよ内て，手描き染工程の能率化がはかられる。

単衣地風大島紬の試作

1 目的

輪具糸応用Kよる.単衣地風大島紬の試作

2 試験方法

。)織物設計♂

押川支降・森 テツ

7 筏幅 40纏 1 5.5算 経糸配苦IJ 緋糸 2本 地糸 6本

7 2釜亀甲小柄.経緋l品.緯緋E品Kよる緋構成

イ 試料糸40瓦付.合成染料黒皇位Kよる白餅亀甲約

ウ輪具糸は意匠撚糸機Kよ M江し，輪具のヒ~')I チ o. 7樋 -1樋. 1紹 70瓦付
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信) 製 紙法

7 給具糸[地緯糸)と片撚の綿緋糸を亀甲柄の織込法による緋糸Z本a 車産具糸S本，緋糸

s諸，翰具糸B本の順序に製織 l 匂 マ I 、 ι ~ 
イ 製紙tc;;-ける緋糸と輪具糸@滅込み加波在らびに緋の針入れ調整の難易等について試験し

した0

8 試験結呆

(1) 試作布について

T'長吉 2米，謡87.5極，重苦-9，8瓦.J早古 0;'8'粍'."
! 町一“

イ 試作布の重冨から推定して. 1反約 59 0瓦-， 6 0 0瓦

(2) 製織Kついて

7 緋糸と輪具糸の製織にお‘ける雌I回目減は，従来6紬に比べて強味tcP日以てi織込む必

要がある。

イ 樹井糸の針入れ調整K骨いては，糸滑bが良〈容易である。

(3) 地風について

7 温かみの晶る手触Dで，柔軟在地風で畠る。

4 従来の大島紬院比べてi量感とi車みの<bる試作品を得.初期目的を達した。

異ZEる緋配列法を併用した緋模様の試験

岸田文司・押、 JI!文隆

得富友子・宮沢トミエ

1. 目 的

経緋糸の配列左らびに，緯緋糸の織込みによって，餅模様の波決，陰影効条を増大するため

の試験

2 試激方法

A 方法

(1) 織物設計

7 銭幅~ 0樋， 1 5.5算，

""，、

，目、.'

イ 試料糸40瓦付絹線撚糸

ウ 経 緋 14算tc'よる級締加工 エ 経緋 6品.*'章締 89品Kよる緋梯様の構成

但)経糸配列まらびK緯糸織込法
. -

7 6釜の割付構図について. 1釜毎の餅Kよ:6陰影感の表現

イ 1釜毎の経締緋の組み合せは. 1本対 1本， 2本対Z本. 3本対8本による点緋の出方

について模様の陰影効果をはかる。
".，-， ，イ a .::.巴 f

B 方法 "←・
自『

市』司咽

(1) 機物設計
Eぷ..、.1> -: ~一;::'';..'- ";; 

-10ー 、聞-，圃"-.‘.-.:聞'"':'_-:Jh-.' 、・、-'、‘
"，，-1'勺同 ~ '，-' ー・

ゾ

o 



~ノ

。

7 鋤偏40極. 1 4算 イ 試料糸40瓦付絹練撚糸

ク経，緯14算κよる織締加工エ経緋 S品，繰耕5品vc0.:る緋模様。縛成

(2) 経緋糸の配列左らびに緯糸識込法

ア 布幅に三種類の要員，1.<勺fヒ自玖jぜ，経縞式11:陰影j感C表現

イ 緋の組み合せは，酬号吉.亀刷、柄，中'l1に点緋の耐え亀甲小柄の三種類

ウ 上記イ方法のうち.亀甲小柄の縫緋を 1本の配列による方器、

。方一法 巴 ド

(1) 線物設計
.. 

7 脇陣40樋. 1 8算 イ試料糸45玄付i絹練撚糸山、

申経由事l8算による糊加工 エ 酬8品 ， 酬24品Kよる緋韓併輸

伊)経緋糸の直巴列左らびに緯糸織込み法

7 8釜の布松調書日付白構図でμ 小柄と点緋陀よる陰影j臨む表現

イ 緋の組み合せは 点緋詰D部

分は，緋糸E本，地糸 1本Kよる配列とした。

S 試験結果

(1) 試作布についτ .. . 

品~里空 長 さ 盟主 上 幅 重
ゐ、出

さ

ム 試 料 '1. 0米..，T 3..7;4狸 4 1瓦

B 試 料 ， 3 7.0 I1 3 '6 11 

.0ー戸 試.川料 . '¥ -'1/ 3' 6.8 11 3 6 u 

担)陰影効果について

7 試作の結果，何れも緋棋禄について，部分的に陰影感の効果が十分得られた。

ィ 特に巴法。小柄と点緋併用κτ~1t>:C除，、従来司)..1': 3算製品tt:勝代て，徴密'1.<緋模様に出

すことができfζ。

7，以上，それぞか特長のある陰影効果。資料を得る己とができたので，設計加工等Kつい

て業界K普及して役立てたい。

υ ‘、!~\'白 1-" ヘ.'_ ...-

13算割込式緋 模様の製織試験

句 F 岸田)(訪・暴言 デツ

1. 目 的
l:. 1'-': '， .>r :1 

1 3算割込式緋配列Kよる製品。地綿糸織込みについて試咲い指導資料附するo f 

2 試験方法

(1) 織物設計i 、

7 筋闇 40極. 1 8算，両耳4'0羽，王手内4"8'0羽 イ 試制糸、 45瓦竹絹繰撚糸
" 

-11-



. 

ウ締構成

A試料=: 経緯2品Kよる米の字餅詰

E試料=: 経緯1.1品Kよる線緋点緋併用の割j込調8釜

エ染色は. A試料合成染料. B試料は草木染氏よる単色もの
、

(2) 製 織法

経糸の配列を試料ABとも紡糸 2本，地糸 2本，緋糸 1本，地糸1本としτ，地緯糸0織

込数を経糸自己列と同じ順序で織込む方法Aと，線緋のI聞に 1本織込む方法BI(よって試識し，

掛合せの難易及ひ'地風Kついて検討した。

a. 試験結呆

(1) 試作布につhて

~ 項目|長 吉|織 上 幅 1:重 さ '-.) 
1.0米

1.0米

纏
一
極

t
-
6
 

a 9瓦

4 0瓦

(2) 製織について

7 @:肢については，鏡町ちを軽〈打たまければ緋が合わないため，地合がうすぐ，しかも

緋の鮮明吉に欠ける。

イ @肢の地緯糸繊込によるものが，経緯K砕ける緋糸と地糸の均正がとれ，緋合わせが容

易で地風も③よb良好で晶る。

ウ 最近，留j込式製品の設計加工等について技術相談が多〈在吉れるので，業界の技術指導

に役立てた。;

線緋?点緋，縞糸を併用 1した緋模様の試験

岸田文司、宮沢トミエ

1.目 的 Cj 
緋の特長と縞糸併用κよる耕模様の事様化試験

2. 試験万法

(1) 鱗物設計

7 A法働福4.0極. J 5.5算両耳44羽耳内67 6羽

B法筋隠 40榎. 1 3算 両耳40 羽耳内480 羽 ~.ι.~. -

イ 試料糸 A法 40瓦付. B法 4 5瓦付絹練撚糸

世ι 緋模様の縛成

A法経緋 31品，緯緋96品，格子の中氏経，緯の線i点緋1('よる模様

B法経紛 4品，縛緋81品，緯の線総緋Kよる琉球調模様

エ 染色はA;Bとも合成染料によるコグ茶の単色もの。

-12ー
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S 言え致結呆

(1) A法の試作布はよ E訟の縞来が目立ちすぎて，線，点緋Kよる，奥様の効呆が出せなか?た。

(吋 B法のもむは，戦前の箱積b調の総説Kよる鮮明左模僚にできたe

(3) 両者の試料を参考に，併用品長について継続して試験音量ζ立う。

町川、

18算 に よ る 大島紬の試験、

岸田文司・得富友子

1. 目的見 ~.'. 

従来 1 a算. 1 6.6算密度の製品が主で串るが，高密度による点紛の出方について試験し，

製品の高級化，多線化をはかる。

2 試験方法

(1) 織物設計

7 飽隠40榎，両耳48羽，耳内 672羽

イ 試料糸

11.， B法経緋80瓦付緯緋a0，7 5瓦付精練撚糸

口法 経，緯とも 1(:28瓦付絹練撚糸

(2) 紛配列法

7 A法経糸，緋糸2本，地糸2本，緯総込み経糸配列と同じ。

イ B法経糸，緋糸 1本，.1地糸S本s緯糸，緋糸地糸ともに 2本越

~ c法経糸，緋糸 2本，地糸 1本，織成込みは経糸配列と同じ。

拘)経緋糸数

A法 672本， B法 a3 6本

件)緯方向の点緋数 A， B法 1 G 8本

絹)経緋c紗締銭密度 1 5.5算

。法 89 6本

c法 224本

(6) 耕糸の抱合12本むもの，俄締用ガス綿糸6本/羽通しによる点緋締

8. 試験。結呆

(叫 ん且法の試作布，長吉 1.8米，幅37.4極，重吉 50瓦で，試料の重さからしτ1反約

4，70瓦と推定されるu

(2) C法の試作布，長吉 2.1戸米.f跨3'(.4樋，重吉 80瓦で，試料の重吉F ら!じて. 1反約

4'60瓦と推定される。

(3) 点緋の出方は.従来のものよD徴都立点緋模様K加工する己とができた。

(4) 域近.三名C業者が本方法を応用して試作中で，量的とはいえ左いが，今後高級1じが持機

で主る。
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市販原料綿糸の調査ならびに品質試験

杉山陰徳・押川文隆

L 目 的

市販されている原料糸心主として泥染用K使用されているものの糸賀Kついて試験して，指

導上の資料を得ると共i'C， JE(料糸と大島紬の品質の向上奮はかる。

2 概要

試料は昭和51年 1月現みのもo-e， ，糸目付32 ~付( 8.5匁)と 3p~付( 8.2匁)の 88

件Kついて試験し氏。

強力， {，申度は，クスタ・オートマナツタ・ャ-:Yスト νyグス・テスターで測定するc

(測定温湿度:2 O.土 1'C， 6 5 '}!土 2'}! RH) 

8. 結果

|連
実iJlIJ目付 長 撚 合 強 {申 絹

表示目 付 (司 吉

T1/数叩)
糸 力 度 色 鳴

(:1') 7 イ 梓巨数) 数 (~) (倒 j;J 

82:1 タテ 88 33 + 55 289 6 616 2 1.8 自然色 主じ

A 8.5匁 ヨロ 84.6 84.3 +110 105 6 574 19.6 

31:1 タテ 30.7 80.5 十 5 I 299 6 544 20.6 
11 11 

3.2匁‘ ヨコ 8，1 80.5 + 50 94 6 546 19.8 

82:7 タテ 8 1.5 81 + 25 261 ー 5 59'7 28.6 白色 やや有
ヨロ 8 1.5 31.8 + 25 99 5 537 22.0 

B 
81 + 25 タテ 80.5 248 ，5 554 2 1.8 

11 g 81:i' ， 
ヨヨ 30.8 80 + 25 105 5 525 20.9 

タテ 8 e.2 8S - 10 278 6 681 22.7 
在し.2(( • 

ロ ヨコ 8 1.3 81.8 一10 90 6 5'21' 20.8 

タデ 一 ー8U' 
ヨコ 一
タテ ，31.5 S 1.8 十 4 I 278 5 628 21.9 

自然色 なし82:1 
，ヨコ 8 1.8 82 + 11 81 5 541 1'9.6 

D 
タテ 8 1.7 8 1.2 + 10 282 5 542 宮0:6

8， :? 11 H 
ヨロ 『 -‘・

タテ 82 8 1.8 - 80 275 6 603 28.8 
白色 な!し8211 

8 1.5 土 20.8 ヨコ 81.3 。85 5 557 
E 

< 
タテ

81:1 
ヨヨ 一 ー

タテ 86.4 S 4.6 + 30 280 5 655 22.0 
自然色 有82(( 

ヨコ 83.5 82.1 土 011 Ia 5 514 18.8 
F 

30.6 + 10 23.2 タテ 31 260 5 608 
819 A 

1 ヨコ 8 1.4 I 8 1.4 十 151i'OO 5 541 18.1 
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{注)大島紬原料糸C日付と長吉の規準

(1) 長吉弘 500怖を 1カセとしjーをの重吉氏よヮて目付{徽度]を表わす。

(2) 1カー包白長吉は揚枠の円周 1.2.5mの2，00 0回を基準とするので，表中の温不足

は揚枠D巻回数で表わした。

;斗

むすび

表示目付に対しては，土 3$までは良加とされるので.表永32'1付の場合は実測Ilf直が 33'1

弱-81'1， また31'1付は 32'1弱-30'1の範圏外のものは，不適当と恩われる。

長さは士 25固までは許容されるから，それ以上のものは，不適当とされるものである。

近来，撚糸，精練揃町が向土して，原料糸c品質性状は，一般に均斉化されて良好であるが，

目付{紙度)と長吉K許容量外のものも畠るので.測定を正硲Kして，去見準K畠ョた糸をつく

るようにする必要が畠る。

また，工場によっては，線減bゃ，水洗程度が異まったt，付加価値を高めるために，色，絹

鳴b在どiJ域主投るものが晶るので，福岡して使用するh 染色左占で支障を生ずる ζとも岳る

ので注意が必要である。

絹紡ノレープ糸による緋織物の試験

杉山隆徳・吉 子正

1. 目的

絹紡糸によって，ループ糸在撚糸加工した糸を，大島紬四柄物の地樟糸K使用して，経緯緋

¢緋合わせKついて試験すると共tc，緋織物と Lての風合むその適用性についで調べる。

2. 概要

(1) 絹紡ループ糸の試作

意匠撚糸を用いて，次c方法によって撚糸加エした。

0 芯糸:生糸 25中/2 揚糸:絹紡糸 33. 3 '1 (糸長止 5.<r0怖につき)

押糸:生糸25中/ 1

下撚 :713T/明 Z 

送出比:1対 1.5

1総白重さ:約74 '1 

(2) 製織試験

1 5.5算 1もと越柄物の綿糸K上認絹防ループ糸を応用して，永四方法I'tよって試験する。

上撚:1 9.5 T / 明 日

ループのピッチ:0.7 "'1 cm 

試1
己主ニニコ之='"カ1 リ糸2本
ぞF一一て士会ごこ土ループ糸Z本一 ，…一戸、~吋~岬駒内~

7Z寄Z3Z芋符ZE

試2 試S

謀議出雲
地糸 4本

三三ξ三三三まか唱プ糸2本

一一主主主主主主主主

『一一一
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3. 結果

試1は締防ループ糸K大小の紙度斑が畠るcV-C，経緋K緯緋を合問奇術をふぐるのが画雑

であった。 も U

試2は風合は良心柔軟で，繊b方tz:よっては，経緯緋も合うようで畠る。

試Bは織t1:.んだループ糸の間隔が開き過ぎて手蝕bが良〈まかった。

絹紡糸によるループ糸の試作は初めての試みで畠ヲたが，糸そのものに繊度斑と節の畠る己

とから，形状は不粧則ではあるがJ .r~ルキ一位とコジが晶れまたjJU撚κょっMてイ毛羽伏せさ

れているので，糸条は伸びて捌き易かヮた。，

絹紡糸'によ lる緋繊物の試験

1 目的

従来の大島紬と異なった地風をもっ緋険物在開発して，製品の多様1~をはかるために，昭和

4 8年度K報告した「絹紡糸による緋紙物の試作と地風の研究」にもとづ加て実用化試験在行

杉山磁徳・森 テツ
o 

主う。

2. 概要

経の緋糸と地糸Kは，大島紬原料糸の 40 ~付を用11>，緯の緋糸と地糸は，絹紡糸の 4 0 ~ 

付(糸長2，50 0怖につき}を使って，線地の亀甲(大目)小柄を試作する。

(1) 緋物設計

7 1 5.5算亀甲(大目) 7 2釜(S.6マルキ)

イ 緋締:経緋 1品，緯緋Z品，経緯緋とも 15.5算締

(2) 染色

緋糸ウス背の先染f'C，黒の上掛け染，地糸は黒色。

(3) 糸の糊付け(0・vr..t ) 

7 下糊(糊張D用語気制)

経緋(本糸)， 緯餅[絹紡糸)

小麦粉 20唖，引YワツF日ス SS，O.5%

アルギY酸;1-'-1唖 液量 10倍

o 
J 

I ; 

糊主

)
d
w

か

舟

0

(

本

3

淵

刺

繍

仕

経

小

J
q
 

1血経糸{本糸) 地縛糸(絹訪糸}

"./':/r;7'Y!Iス g日 0.5唖

九句

， 

dw 
F
 

Y

糸

俄

経
、
一
一

ギ

円

削

ル

果

7

7

2

 
幅

結

布
a
 

液量 1 0倍

S 2本/叩，樟糸 2 6本/cm，1反の重苦約 50 O.f! 
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経緯緋の餅合わせについては，絹紡糸には繊度斑が島るので，その部分だけは注意して，成打

ちを加減したt，経緋の伸長を調節するととKよヲて，緋合わせは良〈在る。

経糸托は犬島紬C綿糸を使用したが，作業中，毛羽の発生はみbれ在かった。

絹紡糸は， fl申度が'"< ，離l度斑のため，糸切れした9，緋抜けするお、それもあるので，品数の

多い大柄などは注意が必要である。

糸と機布の品質Kは，糊剤と，糊付加工が2重要左因子と思われるが，本試作布は，緋も鮮明K

でてhて，手品虫b良<，適度在j享味在有してソフト在感じとコYがあれまた防Vワ性Kも富

んでいるDで，単地風の紬製品としては有望であると忠、う。

普通締を応用した一方むき緋模様の締加工試験

重村敏則"押川文雄

1. 目的

山水調のよう左複雑左大島紬の緋模様は，模様が対象的で在い。いわゆる一方向き構図であ

るため1(，経緋の締加工は，二重織を応用した袋締によヲて在吉れ，高度主技術を要する反面，

作業能率が良くまいので， ζれが改善として緋締試験を骨と在ヲた。

2 試験方法

(t) 紙締にお、いて，締仔に巻いた緋用の糸を右から差し込む時C経糸綿糸の関口と，左から差

込む喝合とそれぞれ異まった開口Kするようま装置を考案し締機K装置して試験した。

(2) 考案による経糸綿糸の関口装置の要点は，本綜統とパアタ Yの問1(，前後二枚の本綜統に

連結した上下の半綜統によって，経糸綿糸の関口在抑制し，緋用糸及び経糸綿糸の組織が炎

るよう K装置した織精方法によって，一室。緋籍による一方向き緋模様。織締を試みた。

S 結果

(1) 従来の袋締法による改善がまされた。。但)図案上で部分的に応用する例として，柄の配置によって抑曲げ線市のはみ出した図案

の緋加工vc4寺に利用しやすい。'.

‘ 

(s) 現在の段階では， 2.......g色11:よる柄物の縫緋だけであるが，将来は多色模様。製品にも応

用できるようま研究も必要で畠る。

担) 半綜統による関口装置に改善を加え試験の効率を畠げるよう継続試験を告となう。

， ，弘
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1目 目 的

緋模様の綿;糸通し替え締トの改善宣IF
.;-

'ー.， .， 

" 
重村敏 p 則・押川|

緑 、林ト実・染川

交 4 隆

弘。光

緋模様構成によって1積類。緋毎κ綿糸を或羽K通し魯え苦行#.，従来。磁締法は，綿糸在

京聞に通し番える修巣立らびκ紛測の織付等が複雑で，作莱手偶者要しているの;:cJζれが改

善法として，織締試験を告とまった。

2. 試験方法

(1) 経糸綿界引羽8本通し. 8羽針。方法で締演の耳慣問κー依存逸ι門事実?吹声。

(吟図案の縦または横ガ向ー総上Kづいτ，織締K該当す~;'，剖?の無将点κ相当する経糸綿糸を

綜統と銭。間で，薄片の抑制j棒?で下方に押える。

(8) 抑制棒によD押し下げられた経糸締糸と紛用糸はそれぞれ織締の際組織しまいので，

綿糸は機締涯の下側K高糸主じて浮("• 

ζの，

(4) :との裏舟の張力を親餓オる方法として，張力調整装憧在考案し，

綿糸の閑に挿入しτ強力を均等rcしロ織Dずる。

とれを織締廷と.弛緩した

(5) 次の緋薙は該当する符点に準じて，前述C方法で織締を社ζ左九

(6) 従?て3 織付けした経糸綿ゑは'..~. ~続初織締機に取っけした状態のまま\~，綿糸の関口抑

制及び口織の作業が行なえるので，綿糸を切:って通し番え，る必要が辛い。

8 結果

1 

(1) 従来の織締加工方法の場舎は，何百種類。繊締加工-r.一種媒毎K図案の模様と合わせて

締容を働亡通し磐ぇ，とれを引揃えて千巻i亡幽定じて織付けるという高度左技術と面倒在作

業を改善して，綿糸を模様毎の銭えの通し番えと，千巻えの閤定織付けを省略し，作業が簡

略化吉れ，工費の低減がはかられる。

季節別のシ

-一

目 的

， 

T リをイバヲ~染色ー試験
丸 山 J武

仇秀f自

満・西

億円 h 

決 造 i

泥護大島紬は部分的K色彩を施すため，~セリ Yバイ染色した緋を部分故染するので畠るが，

時折.1:の技染加工の際，抜染吉れてはいけ在い。

地色まで脱色され品質を低下させるととがある。ぞれでとの試験は緋を染色する V ぞリ Yバイ

は染色の都rt，採取して煎出した液で染色しているので，手節によっで，'l"々リ Yパイの品質

が異な]1， ひhては，染色の堅ろう度も左右するのでは左いかとの危地から， ラノャり Yバイの

_.1'8'-' 

o 

u 
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品質と竪ろう度とC関係、を季節別に該験したか1

ι、、、"
E 試験続安

2....， 1 試験した時期

1月， 3月， 5月， 7月， ~丹心1. '1.月

2-2 ~，マ 1) >'パイの採取法

， ' 
も，

、

， . 

γ セリ Yパイは大体同一地区に生£ているもので，同一大きさのV セリ Yパイを上記

月別K採取して試験 v 、[，
吋}

2-3 煎出法一

V 守1)>'バ-(6 01切に炭俄rーダ-80Vを加えて 12時間煎出し， 250l.の染液

を各々採取して試験した。

2.~4. ~ >'旦Y酸佼含有量

V ャ，IJYバイ染色はV ャリ :.-'r5.-;t，yC含まれているタ y'.:=， y酸の含有量Kよって染色度

も異まるので， ζれを調査した結果下記の;:.草子bO 1 

期 I I _ I _ I _ ， 

。含有量

2-5 染色試験

泥藍大島紬用緋

上記試料在ジセリ Yバイ波で5，6厨，石灰液で 17恩h泥土'"a4回の大島紬泥染法に

よって各々染色

2-6 抜染試験

V 守~>'バイ染色した耕り部王子技S告による ν イリ Yパイ染色の堅ろう度在調査するた

め下記によ 9，各々抜染した。

抜染法

水 1l.1'C対し

苛性1ーダー ~ V 

アミラジy s 9 ‘ 

ハイドロサル7 ヲイl:Aコ>'9 2 9 

温度 80 'c 
V 

披染時間 、10分間

3. 結果

染色漫度は各々大島紬K適ずる染色が得られたが，上記の部分抜染によっでJ '5月， 7刃I'C

染色した。緋は抜染されてはhけ左h。地色宜で脱色され， 1毎夜， 3月， 9月κ染色した緋も

や弘脱色され， 1 1月， 1月K染色した緋だけが家色し左い結呆が得られた。

つぎK地色。変色とタ>'=>'酸の含有量との関係を比較すると.タ Y..=.Y酸の含有量も季節K

~19-
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よって異在ってお、t，また，緋の部分抜染による地色。炎色も，タ Yニ Y酸の含有意K順じ，

タ;Y..::::.Y酸が;多い染液による染色は竪るうでタ Yニ Y酸の少在い染被は変色する結来が得られ

た。との結果からして，-;-'ャリ Yパイの煎出被の採取量はその季節によって増減して採収し，

古た煎出液のタ;y'..::::.;Y酸が染被VC:O. 3唖以上含有している。

染被で染色することが，部;分抜染に構え草壁ろうま染色が得られるととがわか。た。

シャリ Y パイの煎出時間別染色試験

丸山武満・西 決 造

1 目的

融大島紬を染色する酬は細断したれリ Yパイの献を煎出して染色するので畠るが， ¥二〉
ζの細断法κ従来の方法即ち斧で細断する方法と機械で綱断する方法とが畠るが， ζの細断別

の煎出時間と染色の関係について試験した。

2. 試験概要

2-1 細断別及び煎出時間別試験

γ 守リ Yパイ 16匂を 2等分し，その内の 81¥9を従来の細断法である斧で細断し，各

1ゆずつ，下記の時間JjIJVC煎出し， 8 l-の染被を採取。

つぎvc1 6 1(fJの内の 8K"を磁械で細断し，各 1~ずつ下記の時間jJljvc煎出し， 8 l-の

染被を採取して下記の染色試験をお、ζ在った。

2 --2 染色試験

(1) 試科 大島紬用綿糸 8 0 9付主経糸

但)染色法

上記試料在各煎出液で熱波染5回，冷染12回，石灰液処理 S回，泥土で染色S回

の大島紬，泥染紬染色法Kよって染色。

2-3 染色後の調査結呆

(1) 斧で細断，煎出して染色した結果

煎出時間別 2時間 4 6 8 10 12 14 20 

協 色 撹度 やL淡い キ弘吉見 や弘署員h やL淡い 大体良 良 良 良

絡す撃 0.1 2 % 0.1 4唖 0.1.5 % 0.1 6唖I0.1 '{ % 0，20% 0.25% 0.25唖

i曽 量 2.9 % 8411> 8711> 8 6唖 88% 8811> 48% 48% 

|襲たF壁 2--3級 S 級 8 級 B 級 S 級 S 級 4 級 4 級

摩擦試、験 2-.8級 2-8級 2-8級 2-.3級 2-3級 2-3級 2-8級 2-3級

抜染 試験 やh袋包 宇h変色 宇込変色 や，~色 やゐ変色 や託公色 公色在し 変色まし

1，..， ' __ 
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(:i}'機械で細断J煎出è?~亡染色むた精巣、

h「f71コァ~-一一一一

煎出時間別 2時間 4 6 8 20 

話41色検度 穴体良 |犬体長 ! 良 良 良 良 良 良

る毛i(聾 0.20唖 0.2書st 0.25% 0.25% 0.24% 0.2 3 q! 0.25唖 0.24% 

増 量 43% 5 Q % 5 1唖 47% 4 5唖 48% 49% 1.;4 9~画

号変藍壁 g. ~、級 ':，::1 被 4' 級 進級 4 級 ! 4 級 ιi級 '.'¥'4 紐

摩擦試験 2-8級 2~3議 2-3級 2':"3級 2~3級 2-3級 2~8級 z・-"..3級

抜染 試験 変色在し 変色左し 変色なし 変色在し 変色在し 変色左し 変色まし 変色左し

備考上言CCD試験法と評定法 ト}

染色様度~泥染大島紬κふさわしい漫度を良と評定

~.y.::.y援の含有量~煎出液に含まれている含有量

増量~染色後の糸の増量率

洗え〈試験~日本工業規格Aー1号ラバードメーターで試験し染色糸の変色度を

評定 6 

摩擦試験-9ロ-9メータ一法

抜染試験~泥藍緋C部分按染訟でbとまい，その変色度を評定， ζの場合変色しな

いのが良い。

8. . 結 果

3 - 1  斧でV ぞり Yバイを細断，煎出し・て染色した緒呆，従来の斧で細断したV マリシバイ

白ii~出時間は，染色の犠度や室うう度は煎出時聞が長いほど染色がよい。

3-2 

との染色を左右するt< Y~Y酸の含有量も 1 4時間煎出の右のが多〈抽出され，その

以後は煎出時間の剖Kはタ Y，;"， Y Wの量は多〈は在ら左い。また，染色濃度及び増量

並びに洗た<1試験等，泥染にふさわしい染色が得られている点からしで従来の斧で細

断する V ￥リシパイは 14時間程度煎出する必要が晶る。

機械で細断，煎出して染色した結果

染色の濃度暗ろう度及u'増長等からして 6時間程度の煎出時同でよい。染色を左右

するタ y~y段の含有量が 6 時間ー庶出じたものが多く抽出され，そ白以後煎出時間の

割にはタ!/..:=.!/-酸の孟は害〈は左ら左い。また染色濃皮及び増量並びに洗た〈試験等，

泥染にふ古わしい染色が得られている点からして機械で細断じたV 守リ Yバイは 6時

間程度煎出する必要が;j;る。♂

3 -'3 摩擦試験の結果 リ?にk

摩擦試験の結果は会般的医や込不思るうな，制=あるがj~ 叫 Vパイ染色はst判長の媒

染によって染色するので設堅ろうに在 Jn亡くむにの程度は普通でh!J‘これは後。

水洗ソーピソグ等によってI白」止させるζ とができるゆで，."むC程度IJぷjH~はな 1ρ門

~z.tー



植物藍先染糸のシャリンパイ染色の染着試験

丸山ー武満・江藤清陵

白久秀借l

1 目 的

泥染大島紬の地糸は植物藍で下染じてからVャリ:-'A$ イ染色ナ.~方法があ、とまわれてhるが，

I:o染色法t1:よる泥染紬κ通ずるνセリ Yパイ染色の程度を調査するため試験した。

2 試験概要

2 -1  試科 大島紬用絹糸 30 'if付き経糸

z-F 植物産の染色

れリ Yバイ染色する桝植物産で雌色と淡藍色り唱を下染して下記t1:J: ]l '" .. 0 
リYバイ染色した。

2-3 '"マリ Yパイ染色

2-4 

A法 ジぞリ Yパイ液で 30回，石灰放でT白，泥土で 1図の大島紬のγ マリ Yパイ

染色法T染色

B法 V守り Yバイ液で 39回，石灰放で 10鴎，泥土で 1回の大島紬o"，マリ Yバ

イ染色法で染色

日法

摩擦による変色度|増量率

摩擦の部分が背味となる I 1 9 '!6 

2-3級|摩擦り部分が青床となる I 1 8 '!6 

イれいぺ染色 B法の結果 一一一→ u 

1タ

摩擦 Kよる変色度

摩擦の部分がや h背床畠b

摩擦の部分が￥ h背味あD

3. 結果

植物藍で捜藍色に染色しτか.b，~マリ Yバイ染色した糸は，本試験のV マリ Yパイ染色A

法及。'B法は大体設J草K染色吉れて阿るが，摩接試験Kよって，泥染が脱落し.下染の藍色が

-22-
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表面陀現われ，不竪ろうま上κ泥染としてふ主:ロしと左い染色で畠る繕援が得られた。

つぎに植物藍で淡藍色κ染色してからV マリ Yパイ染色した糸は.ジセり Yバイ染色([)A.法，

B法共K染色濃i主が淡可;".~そむ主摩擦によ。て泥染が脱落し，下染した藍色が表面K現われ，

泥染としてふさねし〈まい染色である結来が得られ~':Y吃り Yバイ染色法， c法が染色滋度及

び染色竪ろう度がよい結果が得られた。

従って下染する獲色は濃淡にかかわらず，泥染大島紬C染色は口法即ちγ セリ Yバイ液で40 

回，泥土でS回以上染色する必要が畠る。

地場産植物藍 lこよる染色試験

丸山武満・平路八郎・自久秀信

1. 目 的

奄美地方K自生している権物藍11:よる染色試験を骨ζ左い，地場産植物藍の活用を図る。

2. 試験概要

2-1 藍の製造試験

従来己の症は，生葉を水タシ9'11:2-8日浸演し茎を取除いて，イ Yヂコ分を採取し

て染色しているが， ζの試験はタデ藍と同じ方法でスタ毛に製造してから藍惑する方

法で試験した。

A'タモの製造法は，植物藍の業約 60 K"を乾燥後，必穫で緩い，.時々水を散布し，

約 1ナ月を要してスt丑藍約401¥9を製造した。

2-2 藍 法

上認によって製造した麓40 K9を 450 t入のカメ11:，メ PクY粉，石灰，苛性;/-

F一等を加え， P Hを10-1111:保ち，約一過間を要して重量の発醇建をなし，下記

の染色試験を骨ζ在う。

2-8 試料

大島紬用緋及び地糸

2-4 染色法

試料を上記の発酵藍~4 回染色して乾燥， 1::.の工程在 8回繰返し染色，その間，大豆

液4回処理して波紺色K染色

2-5. 摩擦増進処理試験

植物藍染色は摩擦K不竪ろうま欠点が畠るので，下記2種の摩擦増進処理在妻子ζ1.i':1A.

製織して各々の効果について試験した。

摩擦増進処理別

(1) 7 7イYガード D-5nのI唖液で染糸を処理

(2) 松の生業20 0 s'を 1時間煎じて 10 0∞の液を採取して，染糸を処理。

-.23ー



2 - 6 ..製紙後の品質試験、
、 ，".， 竜司、ヤー、
宇巴丸」 γ '，'ー ダ -'."  ゐ 、;一

.， 
t通7肥7摩-mーJ『擦~ι'ー試-虹ー盟験~ El 禾一処一理、 戸ヲイ ~'7"ード担躍一 松葉液の処理

-'8 被 $ ー崎 .4 ， 3 

:1 ".'、 4恥 . "デ方向 v ヨョ方向 Fテ方向 ヨコ方向 タテ方向 ヨヨ方向
V ヲ 回復

率 50唖 5 0 5.1 . 5.7 園、 4、8 5 a 
タ テ ヨヨ !r r;，:'テ ヨ ロ ;r;. ， テ ヨ ヨ

左
風合試験 8 1 0 、ぜ9 8.5 9 ，8 

右 8 1 0 9 9 9. 5 8.5 

8 結

3 ... ' i 

備考上記担IJ定のジワ回復率は数値が若手い程よし風合試験は数値が少在い程よい。

来

藍発偉及び染包の結呆

現在使用しているタデ藍と同様発酵建もでき，染色挺度も変らず，大島紬Iz:地場震

の植物謹骨神j用できる川Eとがわかった。

特v(， 1;;の箆は従来の泥状C慶製造でま(，タデ藍式のスタモ製造ができるととがわ

J 

かったのも，己の試験の成呆である。

8'-'-.2' 摩擦堅ろう臣室につhて

摩擦竪おう度はや正不竪ろう在失点が畠るが， 77.イYガードで処理すると向上する

己とがわかったが，~ワ回復率や風合は上記表のと金)1，やミ劣る点が島るので， ζ

t の処理民ついτは時日経過による変化等を含め，さら吃検討の必袈がある。

また， A企業液による処理は良h結果は得られ在かったbとれは;液の採取濃度の関係も

あるので，古らに試験する必要がある。

E以上のように紺藍染は，摩績が不竪ろう在火点が晶るが，泥染の下染にも利用できる

ので，業界K指導するととにしたい。

植物染料による大島紬染色試験 o 
江藤滑降・平 昭八郎

1 目 的・

大島紬はとれまで，泥染紬や化学染料で染色する色大彰紬が多〈生産されてい1るが，島内の

椴物在利用した草木染大島紬を生産し，大島紬の多様化をはかる目的で試験した。

2. 試験概要 ， 、 _1 1:" 

2 -1 試験した催物名
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2-2 煎出法

r 、台植物毎K組問，J 10珍幸B時間煎出して 150l-<D染戒を採取して染色した。
ヘに "、J 、Jj' .)'1;" 〆 v ‘ 

2-8 染色しt謝斗 ‘ 「守

大島紬緋及び紹糸 ーん、"

2-・4 染 色法

(1) 鉄媒染kiよる染色法'
、 ι

染→媒→染→熱波→媒ー→染→熱波→媒→水洗乾燥

(2) 7Nミ媒染による染色法 '-'" 

染→媒→染→熱液→媒→染→熱波→媒→染→熱波→煤→染→熱波→媒→染→

熱被ー→煤→水洗乾燥

上記染色法説明

染~染液で2分間もみ染めする。

→~つぎの操作K移る。

， 

媒~媒染する。[鉄媒染は硫酸第一鉄 0.0 5唖液

1 、 h、
?、

7N$， 媒染は，明ばんZ峨で各州は 10分間，紹系は 20分間媒染)

熱波~各染被の熱液で緋は 15分間，総糸は 80分間処J!I[

3. 結 呆

染色法別竪ろう度等

染 色 媒 染 別
染色 熱湯試験 摩擦 日光 :I':-':=.:-'費量

された色 変腿色汚架絹汚謀説噛 試験 試験 の含有量

椎 / 木 アルミ 落葉色 ，4 壇量 4級 4級 S級 5級 0.48再

1・ 鉄 思A業茶色 5 5 5 4 4 5 
推ノ:お Vセリ Yバイ混色 7ルミ 金茶色 4-5 5 ミシ 8.-4 E 

u • 鉄 黒 茶 色 5 5 4--5 a 4 4 5 
弓と ガ 三J 7)レミ 机 色 4 5 5 s 4 z 8 0.09 

• 鉄 ねず茶色 5 2 z 2 s 8 
モガ0/ 0/守り Yバイ海合 7)レミ 淡茶色 5 5 s a s 
f1. プ アルミ 淡茶色 5 5. '。 4 .， 8-岨 4 1 0;'20 

" ~，之 暗い紺色 5 '6 . 5. _ B s 
タプ VマI}:-'パイ混合 7""ミ 肌 色 5 4 5 4 5 4 2 

フ ? ギ 7'νミ 官長 色 5 4 -5 4-5 s 4 8 4: 0.1 0 
， 、鉄 オP プ色 5' .14 E 

ー

4 .5-... r 

ヒ Jレ ギ アルミ 机 色 5 4 4 4 4 0.4 5 
よ正 Jクマオ 7JH( 淡茶色 4 (.-6 4 5 z 2-8 0.39 

ハマヒサカキ 7)レミ 肌 色 5 5 5 4 E 0.27 
，. 鉄 ねず茶色 5 5 5 s 4 3-4 

i壬 ツコタ アルミ 淡茶色 5 5 5 2 4 s 0.2 1 
r--， 鉄 ねず茶色 5 5 E 4 8'-4 

サクラツツヅ 7Aνミ 肌 色 5 5 5 4 2_・8 0.3 1 
。 妖 ねず茶色 5 4 5 4....5 4 s 4 

J 

場量

0.16唖

0.11 

0.20 I 

0.17 

0.18 

0.11 

0.17 

0.13 

0.06 

0.11 

0.12 

0.06 

0.06 

0.11 

0.06 

0.03 

0.02 。
0.02 

I 0 

["，守リ Yパイ ア，レミ 肌 色 5 4 4 4 2 s 0.23 10.13 
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よ記試激続呆について説明すると，色彩庖では椋物持料特有の色が得られ.商品価値の畠る色

も染色吉れたが，大体茶や黒色系の色が多加。

染色の堅ろ 9度は熱湯，摩擦には竪るうでtiるが，日光院対しでは不竪るラま染色が多1->.

紛の汚染度rcついては，商品価値を失まうよう在汚染は左し適度('C汚染しているので，植物

特有の緋模様が得られるので好結果だと思われる。 失 σ ~l 民、 リ

以上のよう K植物染料特有の染色が得られるが，色彩面は茶， E翼系句色iし司1務:eされ左1->1:と

と，特K日光に不竪ろうな染料があるので，とれを向上する方法。試験をさらf(;;!;'ヰ，，*'必要

がある。

1. 目

抜染による泥染大島紬の緋糸の加工法について

的

丸山武満・江藤清隆

西 決造・白久秀信

従来の泥染紬は地色がV セリ Yパイと泥土で染色する黒一色。地色で渋い地味:tt色であるた

め， ζれを抜染力I江して，とれまでとは逆K緋模様が黒色で，地色は自または化学染料によっ

て色彩を施して新規の泥染大島紬を凋発する目的で先年来継続して研究を金己主った。

2. 試験概要

己の抜染する泥央緋はV 守リ Yパイのタ，.，~シ色素と泥土の鉄塩Kよって染色するため，抜

染が菌難で畠あまた抜染後化学染料による染色を鮮明に染色するためには，さらに自度在高

〈する必要があるので，とれまでの試験結果を参考にして下記の方法で試験した。

2-1 総糸の染色試験

とれまでの試験結呆から，按染後の緋糸の重量の増加率は20 %内外で畠るが，大島

継の紙ii'l度や地風からして 33.15Vの絹糸を染色する必要がある。

また，染色法も冷液染法が主主染に容易で岳る己とから冷液染法で試験をお、ζ在九また

とれまでの試験結呆から緋締めして防染した部分まで幾分抜染古れ変色するので，とれ

K堪え得る染色法を勘案して染色した。

染色法 d 

染→石→染→染→染→染→石→染→染→染→染→石→染→染→染→染→石→染→染→染1

→染→石→染→染→染→染→乾→回ー

染→石→染→染→染→染→石→染→染→染→染→石→染→染→染→染→石→染→染→

染→染→石→染→染→染→染→乾→回→熱→田

備考上記染色法の説明 、¥

染….......~ャリ Yバイ i被の冷液で約 2 分間もみ染 → つぎの操作陀移る。
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石川....・・石灰昌 -1%水溶液で操作

乾・…・…可染物を乾燥

熱.......・・v 守リ Yパイの熱波で30分浸境放冷

鼠・・山・・・・泥田で染色

2-2 緋締め法

抜染Kよって大島紬に過する緋が待られるのは.下記の緋締めが結呆がよいのでとの

方法で緋締めした。

緋締め法

上記Kよって染色した糸 16本を引き揃えて糊付けした絹糸を 80番ガス締糸5毛ト

で緋締めを行在う。

υ 2-3 抜染試験

とれまでの試験の結呆，さらに白度在高める必要が畠るので，とれまで@試験結呆を

参考にし，効果の良い方法を取入れて按染した。

銭染法

0.3 %啓酸水溶液で約 16分間操作して水洗， ζの操作を古 b11:もう 1図様返えて行

まう。つぎに 0.1%苛性ソ-".ー水溶液で約 16分間操作して水洗3

つぎ11:0.05%の苛性y-".ー及び 0.3%rc>キレスト B並びに 0.3%rc>ハイドロサル

フFイトC極合溶液s0 .Cで約 10分間放染し，水洗後0.1%穆酸水溶液で約5分間

操作して十分水洗する。

2 -4 強伸度。調査

按染後の緋糸の強1申度は下記のとお、Dで，製品化K支障の左い強f申度で事る。

強度 3 4 9 '1 伸度 16.4幅

2-5 化学染料11:よる染色試験

ζC研究は従来の地味左泥染紬を改善じ，新味の~る紬を開発する目的でお， c在って

Q いるので，抜染後緋糸及び地糸を下部績の色在化学染料で染色した。

染色)JUι 染 料 名 唖

γリヤスプヲストブルー 3aL 0.5% 
A 

イルガノール・ブルー BS 0.5唖

B 7':/A'jセy.v;:tド 。E 3% 

。 アワスト-1/"リ y GB  1 % 

2-6 製品化試験

抜染によって大島紬K適する餅や地風及び化学染料染色によ oて，従来の泥染紬と異

なる点在調査するため，上記8色を各々勤続しτ検討するζ./::11:した。
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2-7 染色堅るう度試験

8. 結

8-1 

熱湯試験"“・・・日本工業規絡 1(1)ピーカ寸法

試験結果は下記むとま>9

上記2-5で染色した染色別 皇~ 腿

Lーー
A 染、色..<Zl紬 ，..5 

B 11 5 

。
1・ 5 

呆

色 汚 一一言1
級 生-5 級

'-， " 

q 
t手‘ g

' 4 .11 

按染の結呆は，抜染が容易な';/守リ Yパイ染色がまされ，叉抜染事鉄塩~還元脱色剤

古らにはt<;/品Y色素を溶解する薬品や操作を加えた鯨ζれます税申度情い抜

染が待られた。 円 ，.. 〆¥

8-2 抜染後の緋糸の強度及び{申度は製品化κ支障のまい鴻{申度で~る1); -<.~: ¥ 、.，.
3-8 染色の箆ろう度の試験結果は袋路色，汚染共比堅るうである。

3-4 製儀後の結呆は地風等従来の泥染紬と異まる独特の風合で~9ち又地色在化学染料染

色によって緋模椋は帆セリ Yパイの黒色で，地色は一反毎K染分けるとともで主.そ

c上流行の色が染色古れる等B 多様化もでも従来の紬と異在る新規(1)泥染紬が生麓

古れる己とがねかった。

シキリンパイとカツチの鑑別に関する試験

赤塚嘉寛・操 jflJ 

1. 目的

Y守リ Yパイ染色は原木の細断，煎出まどに手間がかかる。とれに較べてカクテは染液調製

が容易で畠T.簡単に高濃度の染液晶鳴られ，染着も良心便別である。しかも染色糸の外観

からはV ヤリ Yバイ染色との判別が調書量である。近年，伝統的主染色法を伝え続けてきた大島

紬が見直吉れつつ晶れその独特の味が重宝がられてきたため，両者。厳密主区別を求める声

が強いのでJ Y リ々 Yパイ染色糸とカツテ染色糸の判7JIJを目的とする。

2 試験概要

2-1 染色液に関する試験

試料

ι 一_.，.、一

V リ々 Yバイ液

ーカツテ液

(1) 燥機試楽による呈色

原木1匂当T 2.5ι煎出液

市販品 1 % 80ln。

酢酸鉛，備隊マグ不シウム，温化亜鉛，グヨム臨カわ硫民主7/レ ξz ウム，硫酸 ~';I クル，

水叡化パリ?J..， j:主-!t~第一鋼，塩化コパソレト，硝由貿ピスマス，硝酸第二水銀，硝酸銀，塩化
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第一鉄，塩化第二鉄，水酸化カ J'...~ ウムをそれぞれ添加，墨色を観察した。

(2) 有機試薬tじよる呈色

ヘ
)

n-プタノール，ィアプ....バノ-JV'jベY ゼ>'，エーテル，四温化炭素，四極化エテνy

トリク陣ールZテv:Y， 酢酸7ミル，ジメチルスルホオキサイトユ酢酸エチル，ピ 1)-;;-;::..-， 

7セト Yを添加し，抽出液の肱光度を測定した。{図 1・2) 
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図2 酢酸エチル陀よる抽出!被の吸収曲線

2-2 染色糸花関する試験

試料

V マリ yパイ液で染色した糸

カツテ 1梧solnで染色した糸

方法

し砂P駿，塩化第二錫，次亜温素酸ソ-#-.，過酸化水素水，水酸化ナトリクム，塩酸

硫酸，硝酸・無水酢酸でζの染色糸を腿し，溶液の色を観察した。まわし吋酸 C.J 
処理液を漏過し， ζれK硫酸アルミ=クムを加えて観察した。(図s・4) 

3 、一
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8 結果

3 -1  ~ャリ Yパイとカツテの染色液の遣いは無機試薬酢酸鉛，硫酸71レミ=クム，硝俊第

二水銀，有機試薬n ープタ/ー執ャii'F~聖エナルを加えること Kよって，それぞれ異在

る色を呈it-， 判別ナる ζ とができた。

3 -2  ~マワ Yパイとカアテむ染色糸の違いはし ψう酸で処理1.-. c.れに硫酸アルミ=クム

を加えるととによT.両者の色の漉淡Kよって判別で主る6

カツテは，ひるさ「科植物の樹皮の水製エキスと言われるから， γ ャリ Yバイとは確かに異在

る答で晶るが，その判別は難しい。今回は試薬K対する反応によ 9て，簡易に判別する方法を

検討した。試験の経過から見ると， 9'々 リ Yパイとカツテの染色糸の差異は.両者の染着成分

C相違というよDも，染着。大小の差Kよるものでは左いかと思う。 V セリ Yパイに較べてカ

グテは染着しやすく，宮た試薬による抽出が容易であるととからよD獲色を呈するのではt

かろうか。カツテ染色糸で島るかを判別するためには，畠らかじめV 守リ Yパイ染色糸を用意

して骨あ両者を同時It:試薬処理して比較するととによヮて，正確を期するととが必要である。

染色排水の調査分析

赤塚嘉寛・操 利

1.目的

染色排水処理対策に資するため，染色工易から公共水域へ流れとむ直前の排出口に軒ける排

水の水質を調益分析する。

Z 試験概要

2-1 染色排水は殆ど名瀬市内在流れて1t>;SJ叫κ排出するので，染色工場の渇所在考慮して，

67"所Kついて調査し丸。調査した場所は下記Kよって表示する。

A， B> C， D， E， F 

2-2 採取時刻

1 0時. 1 2時. 1 4時， 1 6碍 (4回1

2-3 採水方法

試料容器は<bらかじめ採取する水で5回洗った後，試料をいれる0

2-4 試料採取時の記録事項

試料の名称 採水地点の名称

年月日，時期l 水 温

試料。外観 臭気

2 -6 1聞i定項目

P H， B 0 D，口 oD， S S，透過率 一'

戸~~.~， "，. 
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表 I 染 色 排 水 試料採取時の記録

採間ヲE震長 長司試料の名称|糊の外 観

l精練排水 |乳白 色

2 8 1 Iセリシy‘
l宕けん臭A 

s 

4 

5 

6 
E 

) ト一一一斗ー

9 

。 m
一

u
一
辺
一
目
一

u

化染・精練排水 " 12.00 

色

色

1 4.0 0 

1 6.0 0 

1 0.0 0 

2 1 まし

染料臭

， 無

黒

色 12.00 

4 9 

1 5 左し

1 8 絹洗い臭

1 7 左し

! 7 まし

I~ 引リシ'パイ
1 8 液兵

E 

愛染色排水 うす岳い色

14.00 

16.00 

1 0.1 5 

1 1.4 1 

1 4.0 1 

15.45 

色

色

9.4 3 

1 1. S 1 

1 8 I畠 D

) 6 左し

" 無

:日誌
1 6' 11.i:し

D 
15 1 9 悲し

徴兵

在し

まし
E 

日
一
口
一
路
一
目
一
初
一
泊
一
辺
一
泊
一
辺

u 

F 

E うす畠い色

色

νJ盃E
， 

日
一
日
一
色

• 
• 赤

" 茶褐色

化耕地 |黒

|栄

" 灰青色

茶紫色1陸

V リ々長説水 l赤

H u 

" 虚

• " 
化染排水 灰色

赤色• 
• I灰色

g .1育~色

※採水は昭和51年 1月7日

--，33-

13.45 

色

1 1. 4 0 

14.00 

1 '6.0 0 

10.00 

1 1. 3 5 

1 3.4 7 

15.40 

1 7 

1 5 

1 8 

ト!?十一
協E 料 臭

2子主主
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表 2 染色排水分析結に呆

l蕃1号 PH COD BOD s s 透通率(500脚}

79 ppm ppm 子9、2ppm % 
1 8.9 1 0 2 9 8 

2 9.2 7.1. 3 8 8 1，337 8 6 

8 7.7 1 6 84 8 9 9 

4 4.6 587 3 6 1 8 2 8 2 

E 6.7 1 8 6 4 J 、吋可 ，:;"， λo 9 9 

6 7. 1 B 58 。 9 9 

T 7.8 1 1 6 0 5 9 9 

8 1.8 s 68 。 100 

9 6.7 810 2 9 494 5 2 

10 1 1.5 416 8 5 1，0 9 4 9 5 

11 9.1 6 9 9 2 5 268 74 

12 4.5 2，8 1 4 2 4 5 9 5 4 4 

18 6.2 '58 8.4 1 1 9 1 

14 6.2 4 2 7 8 2 5 9 6 

15 6.4 3 1 7 6 8 9 9 

16 6.5 1 5 6 2 2 2 9 9 

17 8.2 5..5 2 2 8 3 4.8 7 5 

18 7.4 1， 1 3 6 8 1 1，6 8 5 5 5 

19 9.6 482 2 5 356 5 3 

20 1 1. 1 4 8 3 2 7 4 8 7 8 8 

21 8.3 2'4 8 9 9 2 9 6 

22 7.7 8 8 4 5 4 2 9 0 

28.酔 7..5 1 2 4 2 1 6 S 9 8 

24 6.6 2 7 5 2 8 6 9 8 

※ 透過率は言tA斗を 10倍に稀釈してから測定じた。

8. 結呆

採水時の観察，採水後の測定結果からわかるよう tc.挽出液は着色したままのものが圧倒的

κ多ν、。次tc$'ャリ Yパイ泥染工場の排出液は総じて SS， BODが多hととを示した。

ーじ‘一一
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シイ?リ，.:{パイ染色庵主主/??}亙

赤塚嘉寛・操 罪。

1. 目 的

泥染大島紬の増加に伴在って，現在奄美大島各地で吉かんK泥染が行左われてし託る。前年度

托引き続き，笠草u町7カ所，瀬戸内町4カ所，名瀬市，喜界町各々 1カ所Kつい士分析し，染

渚成分を調べる.

2. 試験概要

前年度と同じよう K重量分析を行左う0

8. 結果

ぷ霧器i 8.i 02 

1 7 9.2 % 

2 7 7.9 

s 8 4.1 

笠罪j 町 4 7 9.8 

5 75.1 

6 83.6 

T 74.5 

8 8 1.4 

瀬戸内町 9. 80.0 

10 82.0 

11 8 2.8 

名 瀬 市 ー12 6 6.3 

喜界町 13 8 0.0 

F.208 Aι2 03 C.aO 

5.2.% 5.1 'f， 0.2 

4.9 5..3 0.2 

3.6 4.1 0.5 

4.4 5.9 1.2 

4.9 ~.9 0.4 

3.9 5.3 0.4 

6.2 6.8 0.6 

5.0 6. 6 。
4.8 6.7 。2

5.7 3.8 0.2 

4.9 4.0 0.2 

1 1. 7 一 0.6 

8.7 一 3.7 

分析結呆をまとめると上の表のと金bで畠る。鉄分は 5%前後を含むも@が多加。

泥染糸の抜染試験

赤塚嘉克・操 利

1. 目 的

% 

キレート再jを幼剤とする泥染法染法が現在行在われているが，漏染抜染の加工法を更に寝広

〈行まえるようにE主化還元法による泥染抜染を試験する。

止 試験概要

試科

市販泥染地糸 1畠h下染} 当所で染色した糸(下染宜し)

-35-



処理剤

方法

通酸化水素，けい般ソ-:!'-.， 7ミヲジ:/， "、イドロサルファイト

h
 

M

#
倍

W
8
0
 

唖

5

浴

5

ー合場の

ダ
し

索

一

在

水

プ

染

化

能

比

下
ー
酸
い

(

過

け

浴

温度

処理時間

{晶い下染の場合}

通酸化水素 5% 

60-80'C 

2 0分

B浴

2 0分 ¥_) 

ハイドロサル77イト 0.8% 1 0分

過酸化水素 5% 1 0分

測定項目

自度 強伸度

3. 結 呆

主子議:;-4~ 度 1自 度 強 度 {申

。ヲ6 4 5 ー島 121 曹 1 2.7 q島

O. 1 5 1 276 9.-2 

0.2 5 8・ a 4 1 1 4.2 

O.ち 6'7' 381 1 5.2 

1.0 6 6 a 9 1 1 5.7 
一 一 一 一

5 %過酸化水素κよる泥染糸の抜染効果

o 
5唖過酸化水素と脆化防止のため，けい酸Yー〆を 0.5%加える乙とKよT.十

分抜染できる ζ とがわかった。 、、

-36ー
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t

倒

験
ト
、

試

赤

色染緋る

赤塚1 嘉寛・操

、-
4 同-一l-

機一濯一
h

洗一色、
動一

出
国
一

会一

勝海

緋染色。機械化への一方向として，全自動洗濯機。.!f;用を検討する。

的自1. .、
~. ; 

もみとみ

概要

従来の手作業Kよる染色工程

2 

→排水絞Dを洗語号機の洗い→排液→

脱水工程で代磐させる。

合成染料による染色試験

→ ，. 

2-1 

品、 J今、

.J 

トS 0 '1付声て絹糸).6本<V9つけのh緋慈、(，9.'1) 

染色に使用した機械l 札

束芝全自動電気洗湾機「銀河jA 玖一ー事~ 5 0 

被染物

J 

) 

he 

0.1 % 

9.J ，% 

0.1 % 

染料

。..2.¥11.. BOez，. 

ヱロー-3G.L 

d
N
 

且

o

p

o

 

y

ト

2

-フ

y

s

プ

ァ

E

ト
v
F
F

R
n
q
p
p
 

ア

プ

プ

フFイ1/，7ト

イルガノール

イルガノール

程工るす

分

作

'

5

操で

沸

釜

煮

染

→ 

グリ - Y B G

2
 

X
 

水

程

脱

エ
る、ヲ作機で

問

機

時

認

の

洗

水
脱い洗

→ 

Yーラフア1 ト

排水→ 

染色工程

(洗い

1 0分

品L上の条件で染色し，緋の模様際の色の切れ具合，染着を調べた。

2分

5分.

1分，

洗い・・・…・・ 2分，

脱水…....・・ 0.5分，

υ 
染放に浸透剤を加える染色試験

浸透剤， . 

ナ号ール

2-2 

.‘'“ち，

80 ll>. 0.1唖

Tメ ~.:Y 9. 1 

:?，" ~うス戸ピットオ:イ Þ ，- ~O.l 

毛リグY 0.2 

染料

カヤノール 0.2¥11 80ez，. ミ_IjYグブラック TLR  

一 守37-



染色工程 1 、 ‘ 

( i先h →二排7J( → 脱水)X 2 → 

Z 町分 。.;; 分

煮沸5分

5分 1分

1 0分ー 旦分 日

他の条件は 2-1と同じにして染色し，緋の切れと染着を調べた。

2-8 緋本数別染色試験

緋 1ホスを構成する糸の数

10同 12 14 16 18 20 

染料

カヤノール ミーリ Yグアラ::(，7.T):. R. 
守

ダイ vpト プアストレヅド 3 B 

イルガノール プリリ 7>'ト エロ -8GL

ソーラ 7 7ストグリ->' BG  

イルガノール ブルーBS 2 0 0唖

カヤノール ミーリ Yグ パイオVヌート FW  

ダイ v.?ト スプラプロ y TN  

染色工程

{洗い →排水→脱水)X 2 ー歩煮沸

10分 2念 日分

0.2.事"Bot孔

0.1 、

0.1 

O. 1 

0.1 

;:0:，1 

_ 0.1 

他の条件は 2- 1とl司一じにして染色し，緋の切れと染着在調べた0

2 -4  泥土Kよる染色試験

染料

タラウ 'Y'}Jツテ l略 的to.

大島紬染色用泥土ー

染色方法

".. ，" 

染液操作，石灰液操作を洗濯機の洗h →排水→脱水工程で代1住吉ぜる。

染色工程

染→石→染X8→石→架X3→石→染X3→石→染X3→石→設，X.3→石→染X8

→乾→泥→染→石→染X8→石→染X3→石→染Xgサ石でを染X:S;:-J'石→染X3→

石→染X3→乾ー→泥→染→石→染X('I→石→染X3→石→染X8→石→染X3→石

→染X3→石→染X3→乾→泥→染→れ→染X3→石→染X3→石→えX3吋石→

染X3 →右→央X;3 →石7!J~X 3→布A 来xa :..J，:.'l泣→泥→fft:竺....!t~:品、 J

--38ー
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，------，1 

※染 染液操作 洗拘 S分脱水量分" .~ 

石 石灰液操作 洗11>2分脱水2分

泥 泥染

令熱染:ー熱液染色 ι ー「

刊

上記のと卦b染色し，同?の切れ，染着を調べた6 也

S 結呆

8-1 合成染料による染色の緋もみ工程在洗濯機によって代巷するととができた。

3-2 泥染を機械化す右手がかbとしての資料が得られた。

ζの試験K砕いて，洗h→排水→脱水をー構内で遂行する全自動洗濯機で緋を染色する方法

を検討したが， ζの方式Kよる緋謹白染色は十分利用可能で畠るとり結論を得た。合成染料に

よる染色の場合は現在市版。洗濯機をそっo使用する ζ とができる。己申場合は緋蓮田口綾

部分が解けまいように，ミ γyで縫いつけて骨〈とよν、。洗溜機の方式を泥染K利用するため

には，次の諸点在解決する必要が畠る。

(1) 染色工程(例 2-4 )をプログラ品化し，己れをタイマーに〈みζむ。

伊)染被と石灰液@仇槍ロを2個取Dつける。

但)染被供給→染色→染抜排出→脱甘口郁的て供給，排白，脱水の時間を短か〈するとと。

洗濯機は給水4'，分，排水2分，脱水Z分であったが，染液供給0.5分，排出 0.5分，染色2

分，脱水 1分場岐に短縮する ζ と。

(4) 染被は(9加えbて使う frめ'l!f出後ポYプアップし，石灰法は排出放棄する。

(司染楢(洗措)は耕ひと仕切分 (i約2δkg，)を染色するのに十分左大きさで車るとと。

. .'面白r

官.，，"' 

併“\~ ， 

" 

;;;;3 9""-'-



ι1 

1. 伝習生の養成

近年，専門樹首者の老齢化，労働力の不足等が問題と立合て叫ゅ ζれK対処するため，若

年中堅樹首者を養成して，本県他場産議D発展育成をはかる0'，'， ム';:.....唱

ーミ ，.'. ，'" 

l-~ 科JJIJ実習指導

ι.'  • 

令

< •. 

凶崎 ， • 

i 科 三別

図案科

ι 

締方日?科，

:J" .' 

染 色科

製織科

説

1. 基礎図案。模写調製

B 色彩と配色

5. 考案調製と配色実習

L 織物設計法 .. 目見

8.. .糊付け整経糊張D法

5. 緋部分解，摺込染法

1; 生糸の精練法

s巴.染料の盤ろう度試験法

5. 緋の抜染法

1 7• 摺込染法

l 地経糸の巻込法

8. 縁付法

5. 経緋の針入れ調整法

ャー

t その他，製織11:係る加工実習

1-3 科別養成内訳

(1) 図案科 4名

(4) 製織科 1名

1 -4 善成期間 1ク年

(司染色科 1名

合計 8 名

....-10ー

.. 

8 

ょづ'::'~';" 1.九明，

2.-.:1':番きじた図案の調製，

'4.:課題粍よる考案調製

6... j臨T製作

2. 図案Kよる緋締法

十特殊緋締法

6. 緋仕上げ法 h 込

〆 2， 染料の試験法!、

4. 綿糸及び餅染色法'n-: 

6 染料。調合法

8. ~マリシバイ染色法

2. 経糸の配列機掛法

4. 経緯緋の製織法

6. 経糸の引張加減法

何) 緋締加工科 2名

o 

心
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1 投網指導の実施状況

技術指導内容|実施件数 言地 明

技術相談によ

る指導
テ，

守、，;

巡回指導

審 査

研究発表;

7 '9 1 I 1. 緋図案調整について ( 4 6件)

2 泥染左らびに 18算製品，その引刷、柄の設計についτ(8 1件}

3. 原料糸，締用ガス綿糸の繊度について ( 3 7件)

4. 紛加工樹町について ト

I 5. 緋由け修正法走らびκ製品。品質について

1 ~ 糊主払延期IJ初他糊付法問いて

t 化学染料染色，1'1:ついて

8. y マリ Yパイ染色について

9 活性剤jについて

110 紬の汚点直しω て

11 染色の堅ろう度について

12 緋抜染法につhて

13 植物藍染について

14 草木染Kついて

15 染色排水処理Kついて

16 糊剤について

17 その他

1 711 緋締，製織等技術関係(対象工場数72)

(1) 鹿児島 ( s ) 
(2) 垂水市 ( 5 ) 

但) 徳之島町 ( 9 ) 

(4) 喜界町 ( 9 ) 

何) 笠示j町 2回 ( 1 4 ) 

(6) 名瀬市 4回 ( 3 2 ) 

2 染色加工技術関係{対象工場数 46) 

(1) 名瀬市 ( 3 ) 

(2) 笠利町 ( 9 ) 

恒)竜郷町 ( 7 ) 

(4) 宇検村 ( 7 ) 

{国) 瀬戸内町 ( 5 ) 

(的鹿児島市 2回 ( 1 o ) 

7 I大島紬展示会等θ審査

名瀬市 ( 8 ) 

笠利町 ( 1 ) 

竜郷町 ( 1 ) 

図案展示会等の審査

名瀬市 ( 1 ) 

笠利町 ( 1 ) 

Z り鹿児島市 ( 1 ) 名瀬市 (1 ) 

-41-

( 3 1件)

( 2 4件)

( 2 2件)

( 6 7件)

( 1 7 a件)

( 6 6件}

( 7 6件)

( 8 0件 1

( 2 3件)

( 1 6件)

， T件)

( 1 a件)

( 1 6件)

( 2 3件)

~、¥



8. 会議，会合等

出 席 者 数
会議・会合等の種綴 開催場所

所 世l業 界 計

徳之島地区ヨ町 2 9 0 9 2 

知名町・和泊町 2 1 4 5 1 4 7 

竜 郷 町 2 1 5 T 159 

瀬戸内町 2 105 1 0 7 

製紙技術講習会 与 論 町 2 2 1 2 a 

笠 ;fiJ 町 2 181 188 

和 泊 町 z 6 0 6 2 

o 徳之島地区三町 z 9 0 9 2 

名 瀬 市 4 1 2 1 6 

名 瀬 市 2 1 5 1 7 

緋締加工技術講習会 • 1 1 5 1 6 

大 和 村 1 2 9 a 0 

姶 良 町 E 2 8 a 0 

機紋加工技術榔官会 名 瀬 市 2 1 1 1 a 

笠 君。 町 1 8 0 a 1 

名 瀬 市 8 100 108 

u 4 4 0 4 4 

u 5 1 2 G 125 
染 色 講 習 会

留 4 a 0 a 4 

H 2 4 0 4 2 

H 1 5 0 5 1 

検査員検査技術研修会 1師 2 6 s () 
総工養成所指導員研修会 8 4 9 1 a 

大島紬製造技術懇談会 If 1 2 2 2 a 4 

-.-;-4 2~ 
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4. 本場大島紬伝統工芸士認定考査業務

(1) 期間

51. 1. 16-20日 5日鹿児島地区

奄美地区

(2) 考査委員

5 1. 1. 2 1 - 2 4日 4日

図案，紛締，染色部門各 1人

加工，製織部門 1人

但} 認定希望申込者数

計 4 人

詰常設Eflj奄 美 鹿児 島 合

図 案 2 T 9 

相f 締 9 !. 5 2 4 

染 色 9 4 1 3 

1J日 エ 4 5 9 

製 織 9 5 1 4 

合 計 3 3 3 6 

恥}産地選考委員会

期 日 5 1. 1 2 8 

場 所 名瀬市

当所職員出席者

産地選考委員 所長染川弘光

認定考査委員 機械図案研究室長 森 林実

染色化学研究室長 丸山武光

主任研究員 岸田文司

v 長田宮三

和) 伝統工芸士(5 1 8 1 6認定)

図案 2， 緋締 4 ， 染色

吉十

5， 

加工 3， 製織 4， 合計 1 8， 
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